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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期
第１四半期
連結累計期間

第41期
第１四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 4,272,381 4,050,632 17,401,142

経常利益 (千円) 121,196 104,156 696,652

四半期(当期)純利益 (千円) 58,271 46,065 349,716

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 70,149 71,233 396,566

純資産額 (千円) 6,477,066 6,370,163 6,345,153

総資産額 (千円) 9,426,202 9,594,914 10,478,950

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.72 5.73 40.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.5 65.0 59.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行による金融政策を背景に、企

業収益の改善や雇用・所得環境の改善など、景気は緩やかな回復基調が続いております。一方で、消費税率引上げ

に伴う駆け込み需要の反動やエネルギーコストの上昇、海外景気の下振れリスクもあり、依然として先行き不透明

な状況となっております。

このような状況の下、当社グループは、さらなる事業の拡大に向けてグループ各社の技術力を向上させ、メカト

ロ関連事業におきましては、多種多様な業界のお客様が抱える産業インフラの様々な問題に対して、スピーディか

つタイムリーに最適な提案と実践を提供しました。ファシリティ関連事業におきましては、基幹業務のビルマネジ

メント業務に、省エネルギー、蓄エネルギー、創エネルギーなどのエネルギーマネジメント業務を融合し、都市イ

ンフラに必要な技術サービスをワンストップで提供しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,050百万円（前年同期比5.2％減）、営業利益は98百万円

（前年同期比18.5％減）、経常利益は104百万円（前年同期比14.1％減）、四半期純利益は46百万円（前年同期比

20.9％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

メカトロ関連事業におきましては、売上高は横ばいの1,284百万円（前年同期比0.2％減）となりましたが、報告

セグメント損益の算定方法の変更の影響及び人員増による労務費の増加により、セグメント利益は17百万円（同

62.0％減）となりました。

ファシリティ関連事業におきましては、前年同期の太陽光発電システムの大型施工案件の影響により、売上高は

2,040百万円（同11.3％減）となりましたが、報告セグメント損益の算定方法の変更の影響により、セグメント利益

は35百万円（同55.4％減）となりました。

コンテンツサービス事業におきましては、ホールの運営管理業務が堅調に推移し、売上高は726百万円（同5.9％

増）、セグメント利益は47百万円（同20.5％増）となりました。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は定めておりません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,500,000

計 36,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,125,000 9,125,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数
100株

計 9,125,000 9,125,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 9,125,000 ― 981,662 ― 956,962
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 　 776,200 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　8,347,800 83,478 ―

単元未満株式 普通株式　　　　1,000 ― ―

発行済株式総数 9,125,000 ― ―

総株主の議決権 ― 83,478 ―
 

(注)１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰの信託口である日本トラ

スティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有する当社株式312,500株（議決権の数3,125個）が含まれ

ております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社マイスター
エンジニアリング

千葉市美浜区中瀬
一丁目３番地

776,200 ― 776,200 8.51

計 ― 776,200 ― 776,200 8.51
 

(注)１．上記自己株式には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰの信託口である日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）が所有する当社株式312,500株（議決権の数3,125個）を含めておりません。

２．当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は776,200株であります。この自己株式には、従業員持株会支援

信託ＥＳＯＰの信託口である日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）が所有する当社株式

297,000株（議決権の数2,970個）を含めておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,686,629 2,224,635

  受取手形及び売掛金 2,737,844 2,394,289

  未成工事支出金 201,806 162,667

  仕掛品 18,747 23,821

  原材料及び貯蔵品 11,670 11,919

  その他 289,818 319,443

  貸倒引当金 △5,080 △4,968

  流動資産合計 5,941,435 5,131,807

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,189,398 1,171,543

   土地 1,100,101 1,100,101

   その他（純額） 76,910 71,955

   有形固定資産合計 2,366,410 2,343,600

  無形固定資産   

   のれん 97,227 92,110

   その他 34,428 33,072

   無形固定資産合計 131,655 125,182

  投資その他の資産   

   投資有価証券 671,483 689,535

   破産更生債権等 49,100 50,088

   差入保証金 204,061 195,594

   その他 1,163,902 1,108,546

   貸倒引当金 △49,100 △49,440

   投資その他の資産合計 2,039,447 1,994,324

  固定資産合計 4,537,514 4,463,107

 資産合計 10,478,950 9,594,914
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,193,904 690,446

  短期借入金 200,000 -

  未払法人税等 199,828 40,445

  賞与引当金 341,490 183,829

  その他 917,561 1,107,419

  流動負債合計 2,852,785 2,022,140

 固定負債   

  長期借入金 153,130 153,130

  役員退職慰労引当金 92,317 64,132

  退職給付に係る負債 832,787 786,051

  資産除去債務 52,228 52,400

  長期預り保証金 119,577 119,353

  その他 30,970 27,544

  固定負債合計 1,281,011 1,202,611

 負債合計 4,133,796 3,224,751

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 981,662 981,662

  資本剰余金 958,331 958,331

  利益剰余金 4,869,003 4,860,335

  自己株式 △576,475 △566,605

  株主資本合計 6,232,521 6,233,723

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 49,241 62,142

  退職給付に係る調整累計額 △62,666 △58,641

  その他の包括利益累計額合計 △13,424 3,501

 少数株主持分 126,056 132,938

 純資産合計 6,345,153 6,370,163

負債純資産合計 10,478,950 9,594,914
 

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

 8/15



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 4,272,381 4,050,632

売上原価 3,607,346 3,412,185

売上総利益 665,035 638,447

販売費及び一般管理費 544,022 539,881

営業利益 121,012 98,565

営業外収益   

 受取利息 917 1,089

 受取配当金 1,580 1,563

 貸倒引当金戻入額 2,597 2,209

 その他 2,116 4,869

 営業外収益合計 7,213 9,731

営業外費用   

 支払利息 604 1,332

 匿名組合投資損失 6,152 2,122

 その他 272 686

 営業外費用合計 7,029 4,141

経常利益 121,196 104,156

特別損失   

 その他の投資評価損 - 23,033

 特別損失合計 - 23,033

税金等調整前四半期純利益 121,196 81,123

法人税、住民税及び事業税 20,544 43,502

法人税等調整額 35,690 △16,686

法人税等合計 56,235 26,816

少数株主損益調整前四半期純利益 64,961 54,306

少数株主利益 6,689 8,241

四半期純利益 58,271 46,065
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 64,961 54,306

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,188 12,900

 退職給付に係る調整額 - 4,025

 その他の包括利益合計 5,188 16,926

四半期包括利益 70,149 71,233

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 63,459 62,991

 少数株主に係る四半期包括利益 6,689 8,241
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込

期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が44,675千円減少し、利益剰余金が28,753

千円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ1,397千円増加しております。

　

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成

25年12月25日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額を

認識し、信託から従業員持株会に売却された株式に係る売却差損益、信託が保有する株式に対する当社からの配

当金及び信託に関する諸費用の純額を負債に計上しております。当該会計方針の変更による影響額はありませ

ん。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

減価償却費 27,353千円 30,662千円

のれん償却額 5,117千円 5,117千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 86,687 10.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 83,487 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高     

(1) 外部顧客への売上高 1,286,961 2,299,302 686,117 4,272,381

(2) セグメント間の内部
   売上高又は振替高

― 141 321 462

計 1,286,961 2,299,443 686,439 4,272,844

セグメント利益 46,363 80,776 39,014 166,153
 

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）
 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 166,153

のれん償却額 △5,117

全社費用等（注） △40,024

四半期連結損益計算書の営業利益 121,012
 

(注) 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高     

(1) 外部顧客への売上高 1,284,157 2,040,106 726,369 4,050,632

(2) セグメント間の内部
   売上高又は振替高

― 141 100 241

計 1,284,157 2,040,247 726,469 4,050,873

セグメント利益 17,636 35,988 47,020 100,644
 

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）
 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 100,644

のれん償却額 △5,117

その他の調整額 3,038

四半期連結損益計算書の営業利益 98,565
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
４．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間のメカトロ関連事業のセグメント利益が686千

円増加し、ファシリティ関連事業のセグメント利益が711千円増加しております。

 
（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）

従来、親会社管理部門の一般管理費について、各報告セグメントに予定配賦しておりましたが、当第１四半期連

結会計期間より、実績配賦することに変更いたしました。

これは、経営管理手法の変更に伴い、一般管理費の配賦方法の見直しを行うことで、各報告セグメントの業績を

より的確に把握、管理するためであります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間のメカトロ関連事業のセグメント利益が

37,851千円減少し、ファシリティ関連事業のセグメント利益が19,008千円減少しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 6円72銭 5円73銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 58,271 46,065

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 58,271 46,065

 普通株式の期中平均株式数(株) 8,668,707 8,041,877
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会支援信託ＥＳＯＰに残存する自社の株式は、

１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期

間においては該当ありません。当第１四半期累計期間においては306,830株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

株式会社マイスターエンジニアリング

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   秋　　山　　賢　　一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   植　　木　　貴　　幸   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マイス

ターエンジニアリングの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

26年４月１日から平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マイスターエンジニアリング及び連結子会社の平成26年

６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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